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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウンリンクパワーを配分する方法であり、
　基準信号のものであってユーザ装置（ＵＥ）により報告された測定パラメータと、それ
ぞれの集約周波数帯域のものであって二次的発展型ノードＢ（ｅＮＢ）により送信された
パラメータとを受信するステップ、
　前記ＵＥにより用いられた周波数帯域における前記二次的ｅＮＢの伝送パワーの値を、
受信した前記パラメータに従って、前記二次的ｅＮＢへ送信するステップ、および
　それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの前記基準
信号を排除した直交周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ）記号のエネルギーの、前記基準信号
におけるそれぞれのリソースブロックへ配分されたエネルギーに対する第１比率と、それ
ぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含
するＯＦＤＭ記号のエネルギーの、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞ
れのリソースブロックの前記基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対する第２
比率とを前記ＵＥへ送信するステップを備えている、ダウンリンクパワーを配分する方法
。
【請求項２】
　前記基準信号のものであって前記ＵＥにより報告された前記測定パラメータは、
　それぞれの集約周波数帯域に対応している基準信号の受信特性、それぞれの集約周波数
帯域に対応している基準信号の受信パワーの値、およびそれぞれの集約周波数帯域に対応
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している基準信号の伝送パワーの値を備えている、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　それぞれの集約周波数帯域のものであって前記二次的ｅＮＢにより送信された前記パラ
メータは、それぞれの集約周波数帯域に対応している測定帯域幅の内部における物理的リ
ソースの数と、前記集約周波数帯域に対応している前記基準信号におけるそれぞれのリソ
ースブロックへ配分されたエネルギーとを備えている、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　それぞれの集約周波数帯域に対応している前記測定帯域幅の内部における物理的リソー
スの前記数と、前記それぞれの集約周波数帯域に対応している前記基準信号におけるそれ
ぞれのリソースブロックへ配分された前記エネルギーとは、Ｘ２インターフェイスメッセ
ージの中において搬送される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域における前記二次的ｅＮＢの前記伝送パワー
の値を受信した前記パラメータに従って前記二次的ｅＮＢへ送信する前記ステップは、
　チャネルゲインと前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥにより受
信されたインターフェレンスとに基づいて、前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域に
おける前記二次的ｅＮＢの前記伝送パワーの値を計算すること、および
前記伝送パワーの値を、Ｘ２インターフェイスメッセージによって、前記二次的ｅＮＢへ
送信することを備えている、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＵＥにより用いられた周波数帯域における前記二次的ｅＮＢの前記伝送パワーの値
を、受信した前記パラメータに従って、前記二次的ｅＮＢへ送信する前記ステップは、
　チャネルゲインと前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥにより受
信されたインターフェレンスとに基づいて、前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域に
おける前記二次的ｅＮＢの第１伝送パワーの値を計算し、かつ、前記チャネルゲインに基
づいて、前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域における前記二次的ｅＮＢの第２伝送
パワーの値を計算すること、
　前記チャネルゲインと前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥによ
り受信された前記インターフェレンスとに基づいて得られた正規化チャネル特性が、前記
チャネルゲインに基づいて得られた正規化チャネル特性よりも大きいときには、前記第１
伝送パワーの値を、Ｘ２インターフェイスメッセージによって、前記二次的ｅＮＢへ送信
すること、および
　前記チャネルゲインと前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥによ
り受信された前記インターフェレンスとに基づいて得られた正規化チャネル特性が、前記
チャネルゲインに基づいて得られた正規化チャネル特性よりも大きくないときには、前記
第２伝送パワーの値を、Ｘ２インターフェイスメッセージによって、前記二次的ｅＮＢへ
送信することを備えている、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１比率および前記第２比率を前記ＵＥへ送信する前記ステップは、
　前記第１比率および前記第２比率を備えている物理的ダウンリンク共用制御チャネル（
ＰＤＳＣＨ）設定メッセージを前記ＵＥへ送信することを備えている、請求項１～６のい
ずれか１つに記載の方法。
【請求項８】
　基準信号のものであってユーザ装置（ＵＥ）により報告された測定パラメータと、それ
ぞれの集約周波数帯域のものであって二次的ｅＮＢにより送信されたパラメータとを受信
するように構成された受信ユニット、
　前記受信ユニットによって受信された前記パラメータに従って、前記ＵＥにより用いら
れた周波数帯域における前記二次的ｅＮＢの伝送パワーの値を前記二次的ｅＮＢへ送信す
るように構成された第１送信ユニット、および
　前記受信ユニットによって受信された前記パラメータに従って、それぞれのダウンリン
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ク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの前記基準信号を排除した直交周波
数分割多重方式（ＯＦＤＭ）記号のエネルギーの、前記基準信号におけるそれぞれのリソ
ースブロックへ配分されたエネルギーに対する第１比率と、それぞれのダウンリンク共用
チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの前記基準信号を包含するＯＦＤＭ記号の
エネルギーの、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロッ
クの前記基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対する第２比率とを、前記ＵＥ
へ送信するように構成された第２送信ユニットを備えているドナー発展型ノードＢ（ｅＮ
Ｂ）。
【請求項９】
　前記第１送信ユニットは、
　チャネルゲインと前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥにより受
信されたインターフェレンスとに基づいて、前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域に
おける前記二次的ｅＮＢの第１伝送パワーの値を計算するように構成された第１処理モジ
ュール、
　前記チャネルゲインに基づいて、前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域における前
記二次的ｅＮＢの第２伝送パワーの値を計算するように構成された第２処理モジュール、
　前記第１処理モジュールおよび前記第２処理モジュールによって得られた前記第１伝送
パワーの値および前記第２伝送パワーの値によって、前記チャネルゲインと前記ＵＥによ
り用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥにより受信された前記インターフェレンス
とに基づいて計算された正規化チャネル特性が、前記チャネルゲインに基づいて計算され
た正規化チャネル特性よりも大きいか否か、を判定するように構成され、かつ、前記チャ
ネルゲインと前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥにより受信され
た前記インターフェレンスとに基づいて計算された前記正規化チャネル特性が、前記チャ
ネルゲインに基づいて計算された前記正規化チャネル特性よりも大きいときには、送信モ
ジュールへ前記第１伝送パワーの値を送信するように指示するとともに、前記チャネルゲ
インと前記ＵＥにより用いられた前記周波数帯域において前記ＵＥにより受信された前記
インターフェレンスとに基づいて計算された前記正規化チャネル特性が、前記チャネルゲ
インに基づいて計算された前記正規化チャネル特性よりも大きくないときには、送信モジ
ュールへ前記第２伝送パワーの値を送信するように指示する判定モジュール、および
　前記第１伝送パワーの値あるいは前記第２伝送パワーの値を前記二次的ｅＮＢへ送信す
るように構成された送信モジュールを備えている、請求項８に記載のドナーｅＮＢ。
【請求項１０】
　基準信号のものであってユーザ装置（ＵＥ）により報告された測定パラメータと、それ
ぞれの集約周波数帯域のものであって二次的ｅＮＢにより送信されたパラメータとを受信
し、受信した前記パラメータに従って、前記ＵＥにより用いられた周波数帯域における前
記二次的ｅＮＢの伝送パワーの値を前記二次的ｅＮＢへ送信し、かつ、それぞれのダウン
リンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの前記基準信号を排除した直交
周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ）記号のエネルギーの、前記基準信号におけるそれぞれの
リソースブロックへ配分されたエネルギーに対する第１比率と、それぞれのダウンリンク
共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの前記基準信号を包含するＯＦＤＭ記
号のエネルギーの、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブ
ロックの前記基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対する第２比率とを前記Ｕ
Ｅへ送信するように構成されたドナー発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、および
　それぞれの集約周波数帯域のパラメータを前記ドナーｅＮＢへ送信し、前記ＵＥにより
用いられた前記周波数帯域における前記二次的ｅＮＢのものであって前記ドナーｅＮＢに
よって送出された前記伝送パワーの値を受信し、受信した前記伝送パワーの値に従って、
ダウンリンクデータを前記ＵＥへ送信するように構成された少なくとも１つの二次的ｅＮ
Ｂを備えている、ダウンリンクパワーを配分するシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、無線通信技術に関するものであり、さらに詳しくはダウンリンクパワーを配
分する技術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　通信システムにおいて、データ伝送速度を上昇させるために、キャリア集約（ＣＡ）技
術が導入されている。当初の通信システムでは、それぞれのセルは１つの周波数帯域だけ
を有するものであったが、現在の通信システムでは、次の６つの周波数帯域、すなわち４
５０－４７０ＭＨｚ、６９８－８６２ＭＨｚ、７９０－８６２ＭＨｚ、２．３－２．４Ｇ
Ｈｚ、３．４－４．２ＧＨｚおよび４．４－４．９９ＧＨｚのような多数の周波数帯域が
加えられている。ＣＡ技術が導入された後に、ユーザ装置（ＵＥ）は２つ以上の周波数帯
域を利用することもある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　通信システムにおいては、導入されたＣＡに加えて、協調マルチポイント伝送（ＣｏＭ
Ｐ）の概念もまた導入されている。現在のＣｏＭＰの下では、非ＣＡの事例が比較的簡単
であるので、非ＣＡの事例においてダウンリンクパワーを配分するための技術的解決策が
すでに存在している。しかしながら、ＣＡの事例については、ＣｏＭＰはきわめて複雑な
ものになっており、また、ダウンリンクパワー配分もまた、複雑なものになっている。こ
のため、多数の発展型ノードＢ（ｅＮＢｓ）についてのＣＡに基づいたパワー配分の問題
は解決されていない。
【０００４】
　それゆえ、現在の通信システムでは、ＣＡが導入された事例には、パワー配分について
の解決策は存在していない。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のいくつかの実施形態では、ダウンリンクパワー配分の上記問題を解決すること
のできる、ダウンリンクパワーを配分する方法およびシステムが開示されている。
【０００６】
　本発明のいくつかの実施形態では、以下のいくつかの技術的解決策が採用されている。
【０００７】
　本発明の１つの実施形態によれば、ダウンリンクパワーを配分する方法が提供される。
この方法は、
　基準信号のものであってＵＥにより報告された測定パラメータと、それぞれの集約周波
数帯域のものであって二次的ｅＮＢにより送信されたパラメータとを受信するステップ、
　ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢの伝送パワーを、受信したパラ
メータに従って、二次的ｅＮＢへ送信するステップ、および
　それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号
を排除した直交周波数分割多重方式（ＯＦＤＭ）の技術的象徴のエネルギーの、基準信号
におけるそれぞれのリソースブロックへ配分されたエネルギーに対する第１比率と、それ
ぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含
するＯＦＤＭ記号のエネルギーの、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞ
れのリソースブロックの基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対する第２比率
とを、ＵＥへ送信するステップを含んでいる。
【０００８】
　本発明の１つの実施形態によれば、ダウンリンクパワーを配分する別の方法が提供され
る。この方法は、
　それぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信するステップ、
　ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢのものであってドナーｅＮＢに
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より送出された伝送パワーを、それぞれの集約周波数帯域のパラメータに従って、受信す
るステップ、および
　受信した伝送パワーによって、ダウンリンクデータをＵＥへ送信するステップを含んで
いる。
【０００９】
　本発明の１つの実施形態によれば、
　基準信号のものであってＵＥにより報告された測定パラメータと、それぞれの集約周波
数帯域のものであって二次的ｅＮＢにより送信されたパラメータとを受信するように構成
された受信ユニット、
　ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢの伝送パワーを、受信したパラ
メータに従って、二次的ｅＮＢへ送信するように構成された第１送信ユニット、および
　それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号
を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーの、基準信号におけるそれぞれのリソースブロック
へ配分されたエネルギーに対する第１比率と、それぞれのダウンリンク共用チャネルにお
けるそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含するＯＦＤＭ記号のエネルギーの、そ
れぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を排
除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対する第２比率とを、ＵＥへ送信するように構成され
た第２送信ユニットを含んでいるドナーｅＮＢが提供される。
　本発明の１つの実施形態によれば、二次的ｅＮＢであって、
　それぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信するように構成された第
１送信ユニット、
　ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢのものであってドナーｅＮＢに
より送出された伝送パワーを受信するように構成された受信ユニット、および
　受信した伝送パワーに従って、ダウンリンクデータをＵＥへ送信するように構成された
第２送信ユニットを含んでいる二次的ｅＮＢもまた提供される。
【００１０】
　本発明の１つの実施形態によれば、ダウンリンクパワーを配分するシステムであって、
ドナーｅＮＢおよび二次的ｅＮＢを含んでいるシステムもまた提供される。このシステム
は、
　基準信号のものであってＵＥにより報告された測定パラメータと、それぞれの集約周波
数帯域のものであって二次的ｅＮＢにより送信されたパラメータとを受信するように構成
され、受信したパラメータに従って、ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅ
ＮＢの伝送パワーを二次的ｅＮＢへ送信し、かつ、それぞれのダウンリンク共用チャネル
におけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーの
、基準信号におけるそれぞれのリソースブロックへ配分されたエネルギーに対する第１比
率と、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準
信号を包含するＯＦＤＭ記号のエネルギーの、それぞれのダウンリンク共用チャネルにお
けるそれぞれのリソースブロックの基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対す
る第２比率とを、ＵＥへ送信するように構成されたドナーｅＮＢ、および
　それぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信し、ＵＥにより用いられ
た周波数帯域における二次的ｅＮＢのものであってドナーｅＮＢにより送出された伝送パ
ワーを受信し、さらに、受信した伝送パワーに従って、ダウンリンクデータをＵＥへ送信
するように構成された少なくとも１つの二次的ｅＮＢを含んでいる。
【００１１】
　本発明のいくつかの実施形態による、ダウンリンクパワーを配分する方法、装置および
システムでは、ＵＥが基準信号の測定パラメータをドナーｅＮＢへ送信するとともに、二
次的ｅＮＢがそれぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信するので、ド
ナーｅＮＢが、これらのパラメータに従って、ＵＥにより用いられた周波数帯域における
二次的ｅＮＢの伝送パワーを二次的ｅＮＢへ送信し、それゆえ、二次的ｅＮＢがデータを
伝送パワーに従ってＵＥへ送出することができ、さらに、ドナーｅＮＢもまた、それぞれ



(6) JP 5498565 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

のダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックのＯＦＤＭ記号のエネ
ルギーに関する情報と、基準信号におけるそれぞれのリソースブロックへ配分されたエネ
ルギーに関する情報とをＵＥへ送信し、ＵＥは情報に従って受信したダウンリンクデータ
を復調でき、それによって、ダウンリンクパワー配分が完了する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明の上記いくつかの実施形態の技術的解決策あるいは従来技術をいっそう明確なも
のにするために、同実施形態あるいは同従来技術の記載に用いられた添付図面が以下にお
いて簡単に記載されている。明らかなことであるが、これらの添付図面は、本発明のいく
つかの例示的実施形態だけを示しており、また、当業者は、創造的尽力によることなく、
これらの図面に基づいて他の図面を得ることができる。
【００１３】
【図１】本発明の１つの実施形態による、ダウンリンクパワーを配分する方法のフローチ
ャートである。
【図２】本発明の１つの実施形態による、ダウンリンクパワーを配分する方法のフローチ
ャートである。
【図３】本発明の１つの実施形態による、ダウンリンクパワーを配分する方法のフローチ
ャートである。
【図４】本発明の１つの実施形態による、ダウンリンクパワーを配分するシステムの模式
図である。
【図５】相異する２つのアルゴリズムに基づいた正規化チャネル特性の比較による模式図
である。
【図６】本発明の１つの実施形態によるドナーｅＮＢの模式図である。
【図７】本発明の１つの実施形態による第１送信ユニットの模式図である。
【図８】本発明の１つの実施形態による二次的ｅＮＢの模式図である。
【図９】本発明の１つの実施形態による、ダウンリンクパワーを配分するシステムの模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明のいくつかの実施形態によるダウンリンクパワーを配分する方法、装置およびシ
ステムが、添付図面を参照して、以下に詳しく記載されている。
【００１５】
　記載されたこれらの実施形態は、本発明のすべての実施形態というよりはむしろ、本発
明のいくつかの例示的実施形態である、ということに留意すべきである。当業者が、創造
的尽力によることなく、本発明のいくつかの実施形態に基づいて得る他のすべての実施形
態もまた、本発明の保護範囲に属する。
【００１６】
　図１に示されたように、本発明の１つの実施形態によれば、ダウンリンクパワーを配分
する方法が提供される。この方法は、以下のステップを含んでいる。
【００１７】
　Ｓ１０１：基準信号のものであってＵＥにより報告された測定パラメータと、それぞれ
の集約周波数帯域のものであって二次的ｅＮＢにより送信されたパラメータとを受信する
ステップ。
【００１８】
　Ｓ１０２：受信したパラメータに従って、ＵＥにより用いられた周波数帯域におけるそ
れぞれの二次的ｅＮＢの伝送パワーを二次的ｅＮＢへ送信するステップ。
【００１９】
　Ｓ１０３：それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロック
の基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーの、基準信号におけるそれぞれのリソー
スブロックへ配分されたエネルギーに対する第１比率と、それぞれのダウンリンク共用チ
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ャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含するＯＦＤＭ記号のエネル
ギーの、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基
準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対する第２比率とをＵＥへ送信するステッ
プ。
【００２０】
　図２に示されたように、本発明の１つの実施形態によれば、ダウンリンクパワーを配分
する別の方法が提供される。この方法は、以下のステップを含んでいる。
【００２１】
　Ｓ２０１：それぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信するステップ
。
【００２２】
　ドナーｅＮＢへ送信されたそれぞれの集約周波数帯域のパラメータは、それぞれの集約
周波数帯域に対応している測定された周波数帯域の内部における物理的リソースの数と、
集約周波数帯域に対応している基準信号におけるそれぞれのリソースブロックへ配分され
たエネルギーとを含んでいる。
【００２３】
　Ｓ２０２：ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢのものであって、ド
ナーｅＮＢにより送出された伝送パワーを受信するステップ。
【００２４】
　Ｓ２０３：受信した伝送パワーに従って、ダウンリンクデータをＵＥへ送信するステッ
プ。
【００２５】
　本発明の実施形態によるダウンリンクパワーを配分する方法では、ＵＥが基準信号の測
定パラメータをドナーｅＮＢへ報告し、それぞれの二次的ｅＮＢがそれぞれの集約周波数
帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信するので、ドナーｅＮＢが、これらのパラメータ
に従って、ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢの伝送パワーを二次的
ｅＮＢへ送信し、それゆえ、二次的ｅＮＢがデータを伝送パワーに従ってＵＥへ送出する
ことができ、さらに、ドナーｅＮＢもまた、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけ
るそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含するかあるいは排除したＯＦＤＭ記号の
エネルギーに関する情報と、基準信号におけるそれぞれのリソースブロックへ配分された
エネルギーに関する情報とをＵＥへ送出し、それによって、ＵＥが、受信したダウンリン
クデータを情報に従って復調することができ、それゆえ、ダウンリンクパワー配分が完了
する。
【００２６】
　本発明の解決策の実施例が、いっそう具体的な実施形態によって、以下に記載されてい
る。
【００２７】
　具体的には、図３に示されたように、この実施形態には以下のステップが含まれていて
もよい。
【００２８】
　Ｓ３０１：ドナーｅＮＢがＵＥによって報告されたパラメータを受信するステップ。
【００２９】
　図４に示されたように、この実施形態では、ＣｏＭＰ環境の下において３つのｅＮＢ、
すなわち、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２およびｅＮＢ３がある、ということを仮定しており、ここ
で、ｅＮＢ１はドナーｅＮＢであり、ｅＮＢ２およびｅＮＢ３は二次的ｅＮＢである。Ｕ
Ｅは、３つの集約周波数帯域Ｂ１、Ｂ２およびＢ３と、３つのキャリアｆ１、ｆ２および
ｆ３とを用いる。
【００３０】
　従って、この実施形態では、ＵＥは、さまざまな測定パラメータをｅＮＢ１へ報告する
。
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【００３１】
これらのパラメータには、
　それぞれの集約周波数帯域に対応している基準信号受信特性ＲＳＲＱｉ、それぞれの集
約周波数帯域に対応している基準信号受信パワーＲＳＲＰｉおよびそれぞれの集約周波数
帯域に対応している基準信号伝送パワーＰｐｉｌｏｔｉが含まれる。
【００３２】
　この実施形態には以下のステップが含まれていてもよい。
【００３３】
　Ｓ３０２：それぞれの二次的ｅＮＢによって送信されたＸ２インターフェイスメッセー
ジを受信するステップであって、そのインターフェイスメッセージが、それぞれの集約周
波数帯域に対応している測定帯域幅の内部における物理的リソースの数ｎｉと、それぞれ
の集約周波数帯域に対応している基準信号におけるそれぞれのリソースブロックへ配分さ
れたエネルギーＥｒｓとを含んでいるステップ。
【００３４】
　Ｘ２インターフェイスメッセージは、Ｘ２セットアップリクエストであるか、あるいは
Ｘ２セットアップレスポンスであってよい。それぞれの二次的ｅＮＢｉは、測定帯域幅の
定義に従って、それぞれの集約周波数帯域に対応している測定帯域幅の内部における物理
的リソースの数ｎｉを得る。
【００３５】
　この実施形態には以下のステップが含まれていてもよい。
【００３６】
　Ｓ３０３：報告されたパラメータに従って、チャネルゲインに基づいて、あるいはまた
、ＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信されたインターフェレンスに
基づいて、ＵＥにより用いられた周波数帯域におけるそれぞれの二次的ｅＮＢの伝送パワ
ーを計算するステップ。
【００３７】
　第１に、ＵＥにより用いられた周波数帯域ｉにおいてＵＥにより受信されたインターフ
ェレンスＮｉを計算することが必要である。この計算式は次のとおりである。

【数１】

（１）
　ｉは正の整数である。
【００３８】
　この実施形態では、３つのｅＮＢがあるので、３つの集約周波数帯域が用いられ、従っ
て、計算式は、具体的には次のとおりである。

【数２】

【００３９】
　従って、ＵＥにより用いられた周波数帯域ｉに対する二次的ｅＮＢｉのチャネルゲイン
ｇｉｉは、

【数３】

（２）
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【００４０】
　ここで、ＵＥにより用いられた周波数帯域１に対する二次的ｅＮＢ１のチャネルゲイン
ｇ１１は、
【数４】

【００４１】
　ＵＥにより用いられた周波数帯域２に対する二次的ｅＮＢ２のチャネルゲインｇ２２は
、
【数５】

 
【００４２】
　ＵＥにより用いられた周波数帯域３に対する二次的ｅＮＢ３のチャネルゲインｇ３３は
、
【数６】

【００４３】
　以下の解析では、端末装置に最大比合成法を受け入れることができる、と仮定する。
【００４４】
　Ｉ．チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信された
インターフェレンスとに基づいて、ＵＥにより用いられた周波数帯域におけるそれぞれの
二次的ｅＮＢの伝送パワーが、次のように計算される。
【００４５】
　ＵＥにより用いられた周波数帯域ｉにおけるｅＮＢｉの伝送パワーｐｉｉを計算するた
めの式は、
【数７】

（３）
　ｉは正の整数である。
【００４６】
　ここで、ｐは、ＣｏＭＰ環境の下においてＵＥへ送出されたパワーの合計であり、ｐｉ
ｉは、ＵＥにより用いられた周波数帯域ｉにおけるｅＮＢｉの伝送パワーである。
【００４７】
　この実施形態は、
【数８】

【００４８】



(10) JP 5498565 B2 2014.5.21

10

20

30

40

　次の結果を得ることができる。
【数９】

【００４９】
　従って、チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信さ
れたインターフェレンスとに基づいた正規化チャネル特性は、
【数１０】

（４）
【００５０】
　４つ以上のｅＮＢがあるときには、チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域
においてＵＥにより受信されたインターフェレンスとに基づいた正規化チャネル特性は、

【数１１】

【００５１】
　ＩＩ．チャネルゲインに基づいて、ＵＥにより用いられた周波数帯域におけるそれぞれ
の二次的ｅＮＢの伝送パワーが、次のように計算される。
【００５２】
　ＵＥにより用いられた周波数帯域ｉにおけるｅＮＢｉの伝送パワーｐｉｉを計算するた
めの式は、

【数１２】

（５）
　ｉは正の整数である。
【数１３】

【００５３】
　次の結果を得ることができる。
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【数１４】

【００５４】
　従って、チャネルゲインに基づいた正規化チャネル特性は、
【数１５】

（６）
【００５５】
　４つ以上のｅＮＢがあるときには、チャネルゲインに基づいた正規化チャネル特性は、
【数１６】

【００５６】
　Ｓ３０４：Ｒ（１）とＲ（２）を比較するステップ。
【００５７】
　Ｒ（１）＞Ｒ（２）の場合、この処理手続はステップＳ３０５ａへ進み、また、Ｒ（１
）＜Ｒ（２）であれば、この処理手続はステップＳ３０５ｂへ進む。
【００５８】
　Ｓ３０５ａ：ドナーｅＮＢが、チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域にお
いてＵＥにより受信されたインターフェレンスとに基づいて計算された伝送パワーｐｉｉ
を、Ｘ２インターフェイスメッセージによって、それぞれの二次的ｅＮＢへ送信するステ
ップ。
【００５９】
　すなわち、例えば、ｅＮＢ１は、チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域に
おいてＵＥにより受信されたインターフェレンスＮｉとに基づいて計算されたＰ２２を、
ｅＮＢ設定更新メッセージによって、ｅＮＢ２へ送信するとともに、チャネルゲインとＵ
Ｅにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信されたインターフェレンスＮｉと
に基づいて計算されたＰ３３をｅＮＢ３へ送信する。多数の二次的ｅＮＢがある場合、対
応しているＰｉｉが異なるｅＮＢｉへそれぞれ送信される。
【００６０】
　Ｓ３０５ｂ：ドナーｅＮＢが、チャネルゲインに基づいて計算された伝送パワーｐｉｉ
を、Ｘ２セットアップリクエストによって、それぞれの二次的ｅＮＢｉへ送信するステッ
プ。
【００６１】
　Ｒ（１）＞Ｒ（２）の場合、チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域におい
てＵＥにより受信されたインターフェレンスＮｉとに基づいて、より大きいチャネル特性
を得ることができ、従って、それぞれの二次的ｅＮＢは、このアルゴリズムを用いて計算
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されたそれぞれの二次的ｅＮＢの伝送パワーを採用すべきである、ということを表してお
り、また、Ｒ（２）＞Ｒ（１）の場合、チャネルゲインに基づいて、より大きいチャネル
特性を得ることができ、従って、それぞれの二次的ｅＮＢは、このアルゴリズムを用いて
計算されたそれぞれの二次的ｅＮＢの伝送パワーを採用すべきである、ということを表し
ている。
【００６２】
　Ｓ３０６：ドナーｅＮＢが、ＰＤＳＣＨ設定メッセージによって、それぞれの集約周波
数帯域に対応している基準信号に対応するＰＡおよびＰＢを、それぞれの二次的ｅＮＢｉ
へ送信するステップ。
【００６３】
　具体的には、ｅＮＢ１は、ｅＮＢ１、ｅＮＢ２およびｅＮＢ３からのものであるＰＡお
よびＰＢを搬送するＲＲＣ接続再設定メッセージを、対応しているＵＥへ送信することが
できる。
【００６４】
　ここで、ＰＡ＝ＥＡ／Ｅｒｓであり、また、ＥＡは、それぞれのダウンリンク共用チャ
ネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギ
ーを表している。
【００６５】
　ＰＢ＝ＥＢ／ＥＡであり、また、ＥＢは、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけ
るそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含するＯＦＤＭ記号のエネルギーを表して
いる。
【００６６】
　ＰＡおよびＰＢがＵＥへ送信された後に、そのＵＥは、受信したダウンリンク信号をＰ
ＡおよびＰＢに従って復調することができる。
【００６７】
　Ｓ３０７：それぞれの二次的ｅＮＢｉが、対応しているダウンリンクデータを、受信し
た伝送パワーＰｉｉに従ってＵＥへ送信するステップ。
【００６８】
　すなわち、それぞれの二次的ｅＮＢｉが、ｅＮＢ１によって送信されて、ＰＤＳＣＨ設
定メッセージ、例えば、ｅＮＢ１の伝送パワーがＰ１１であり、ｅＮＢ２の伝送パワーが
Ｐ２２であり、ｅＮＢｉの伝送パワーがＰｉｉであるというメッセージの中に搬送された
受信した伝送パワーＰｉｉに従って、データをＵＥへ送出する。
【００６９】
　Ｓ３０８：ダウンリンクデータを受信した後に、ＵＥが、受信したデータをＰＡおよび
ＰＢに従って復調するステップ。
【００７０】
　この実施形態によるダウンリンクパワーを配分する方法では、正規化されたチャネル特
性Ｒ（２）およびＲ（１）が、２つの事例の下でそれぞれ得られ、すなわち、チャネルゲ
インに基づいて、あるいはまた、ＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受
信されたインターフェレンスに基づいて得られ、より大きい正規化チャネル特性が通知さ
れる結果になるアルゴリズムによって計算されたそれぞれの二次的ｅＮＢの伝送パワーが
、Ｘ２インターフェイスメッセージによって、それぞれの二次的ｅＮＢへ通知されるので
、それぞれの二次的ｅＮＢが、計算された伝送パワーに従ってダウンリンクデータをＵＥ
へ送信し、それゆえ、パワー配分がＣｏＭＰ環境の下で完了するとともに、ダウンリンク
データ処理量が上昇し、また、ＰＡおよびＰＢがＵＥへ送信され、それによって、ＵＥは
、受信したデータをＰＡおよびＰＢに従って復調することができ、それゆえ、ダウンリン
クデータ情報を得ることができる。
【００７１】
　本発明の別の実施形態によってダウンリンクパワーを配分する方法では、ＵＥにより用
いられた周波数帯域ｉにおけるｅＮＢｉの伝送パワーｐｉｉは、チャネルゲインだけに基
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づいて計算することができ、すなわち、式（３）によって計算することができる。
【数１７】

（３）
　ｉは正の整数である。
【００７２】
　また、計算されたＰｉｉは、対応しているｅＮＢｉへ送信され、さらに、そのｅＮＢｉ
は、ダウンリンクデータを、受信したＰｉｉに従ってＵＥへ送信する。従って、Ｐｉｉは
、実施形態に記載された方式でｅＮＢｉへ送信することができ、また一方で、上記のＰＡ
およびＰＢもまた、ＵＥへ送信する必要があり、それによって、ダウンリンクパワー配分
が完了する。この方法は、大部分の事例では、チャネルゲインに基づいて得られた正規化
チャネル特性が、チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより
受信されたインターフェレンスとに基づいて得られた正規化チャネル特性よりも大きいの
で、採用することができる。
【００７３】
　図５は、チャネルゲインと特定の状況の下でＵＥにより用いられた周波数帯域において
ＵＥにより受信されたインターフェレンスとに基づいた正規化チャネル特性に対する、チ
ャネルゲインに基づいた正規化チャネル特性についての性能向上の模式図である。ここで
、水平軸はβ、すなわち、インターフェレンスおよびノイズの合計に対するチャネルゲイ
ンの比であり、また、垂直軸は、チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域にお
いてＵＥにより受信されたインターフェレンスとに基づいた正規化チャネル特性ゲインに
対する、チャネルゲインに基づいた正規化チャネル特性ゲイン、すなわち、｛（Ｒ（１）
－Ｒ（２））／Ｒ（２）｝×１００％を表している。Ｇ１、Ｇ２およびＧ３はチャネルゲ
インである。図から分かるように、チャネルゲインに基づいた計算結果に対して、チャネ
ルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信されたインターフェ
レンスとに基づいた正規化チャネル特性は、明らかに大きい。
【００７４】
　大部分の事例では、図５におけるものに類似した結果を得ることができるので、チャネ
ルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信されたインターフェ
レンスとに基づいた計算は、好ましいアルゴリズムである。従って、チャネルゲインとＵ
Ｅにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信されたインターフェレンスとに基
づいて計算されたＰｉｉがｅＮＢｉへ直接送信されるパワー配分法を採用してもよい。
【００７５】
　図６に示されたように、本発明の１つの実施形態によれば、
　基準信号のものであってＵＥにより報告された測定パラメータと、それぞれの集約周波
数帯域のものであって二次的ｅＮＢにより送信されたパラメータとを受信するように構成
された受信ユニット６１、
　受信したパラメータに従って、ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢ
の伝送パワーを二次的ｅＮＢへ送信するように構成された第１送信ユニット６２、および
　それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号
を排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーの、基準信号におけるそれぞれのリソースブロック
へ配分されたエネルギーに対する第１比率と、それぞれのダウンリンク共用チャネルにお
けるそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含するＯＦＤＭ記号のエネルギーの、そ
れぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を排
除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに対する第２比率とを、ＵＥへ送信するように構成され
た第２送信ユニット６３を含んでいるドナーｅＮＢが提供される。
【００７６】
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　上記構想に基づけば、図７に示されたように、第１送信ユニット６２は、
　チャネルゲインとＵＥにより用いられた周波数帯域においてＵＥにより受信されたイン
ターフェレンスとに基づいて、ＵＥにより用いられた周波数帯域におけるそれぞれの二次
的ｅＮＢの第１伝送パワーを計算するように構成された第１処理モジュール６２１、
　チャネルゲインに基づいて、ＵＥにより用いられた周波数帯域におけるそれぞれの二次
的ｅＮＢの第２伝送パワーを計算するように構成された第２処理モジュール６２２、
　第１処理モジュール６２１および第２処理モジュール６２２によってそれぞれ得られた
第１伝送パワーおよび第２伝送パワーに従って、チャネルゲインとＵＥにより用いられた
周波数帯域においてＵＥにより受信されたインターフェレンスとに基づいて計算された正
規化チャネル特性が、チャネルゲインに基づいて計算された正規化チャネル特性よりも大
きいか否か、を判定するように構成され、かつ、チャネルゲインとＵＥにより用いられた
周波数帯域においてＵＥにより受信されたインターフェレンスとに基づいて計算された正
規化チャネル特性が、チャネルゲインに基づいて計算された正規化チャネル特性よりも大
きいときには、下記送信モジュール６２４へ第１伝送パワーを送信するように指示すると
ともに、そうでないときには、下記送信モジュール６２４へ第２伝送パワーを送信するよ
うに指示する判定モジュール６２３、および
　第１伝送パワーあるいは第２伝送パワーを二次的ｅＮＢへ送信するように構成された送
信モジュール６２４をさらに含む。
【００７７】
　図８に示されたように、本発明の１つの実施形態によれば、二次的ｅＮＢであって、
　それぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信するように構成された第
１送信ユニット８０１、
　ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢのそれぞれのものであってドナ
ーｅＮＢによって送出された伝送パワーを受信するように構成された受信ユニット８０２
、および
　受信した伝送パワーに従って、ダウンリンクデータをＵＥへ送信するように構成された
第２送信ユニット８０３を含んでいる二次的ｅＮＢもまた、提供される。
　それぞれの集約周波数帯域のものであって第１送信ユニット８０１によって送信された
パラメータは、それぞれの集約周波数帯域に対応している測定帯域幅の内部における物理
的リソースの数と、集約周波数帯域に対応している基準信号におけるそれぞれのリソース
ブロックへ配分されたエネルギーとを含んでいる。
【００７８】
　本発明の１つの実施形態によれば、ドナーｅＮＢと二次的ｅＮＢとを含む、ダウンリン
クパワーを配分するシステムもまた提供される。図９に示されたように、ドナーｅＮＢ９
０１と二次的ｅＮＢ９０２とが協働して、ダウンリンクパワー配分を実現することができ
る、ダウンリンクパワーを配分するシステムを形成する。
【００７９】
　このシステムでは、ドナーｅＮＢ９０１は、基準信号のものであってＵＥにより報告さ
れた測定パラメータと、それぞれの集約周波数帯域のものであって二次的ｅＮＢ９０２に
より送信されたパラメータとを受信し、次いで、ＵＥにより報告されたパラメータおよび
二次的ｅＮＢ９０２に従って、ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢ９
０２の伝送パワーをそれぞれの二次的ｅＮＢ９０２へ送信し、かつ、それぞれのダウンリ
ンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を排除したＯＦＤＭ記
号のエネルギーの、基準信号におけるそれぞれのリソースブロックへ配分されたエネルギ
ーに対する第１比率と、それぞれのダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソー
スブロックの基準信号を包含するＯＦＤＭ記号のエネルギーの、それぞれのダウンリンク
共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を排除したＯＦＤＭ記号の
エネルギーに対する第２比率とを、ＵＥへ送信するように構成されている。ここで、ドナ
ーｅＮＢ９０１は、図６あるいは図７の構想を参照して実施することができる。
【００８０】
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　二次的ｅＮＢ９０２は、それぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢ９０１
へ送信し、次いで、ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢのそれぞれの
ものであって、ドナーｅＮＢ９０１によって送出された伝送パワーを受信し、最後に、受
信した伝送パワーに従って、ダウンリンクデータをＵＥへ送信するように構成されている
。ここで、二次的ｅＮＢ９０２は、図８の構想を参照して実施することができる。２つ以
上の二次的ｅＮＢ９０２があってもよい。
【００８１】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、ドナーｅＮＢ、二次的ｅＮＢ、およびドナーｅ
ＮＢと二次的ｅＮＢとによって形成され、かつ、ダウンリンクパワーを配分するために用
いられるシステムは、この明細書において繰り返し記載されることのない、ダウンリンク
パワーを配分する方法のいくつかの実施形態を参照して、ダウンリンクパワー配分を実現
することができる。
【００８２】
　ドナーｅＮＢ、二次的ｅＮＢ、および本発明の実施形態によってダウンリンクパワーを
配分するシステムでは、ＵＥが基準信号の測定パラメータをドナーｅＮＢへ報告し、かつ
、二次的ｅＮＢがそれぞれの集約周波数帯域のパラメータをドナーｅＮＢへ送信するので
、ドナーｅＮＢが、ＵＥにより用いられた周波数帯域における二次的ｅＮＢの伝送パワー
を、これらのパラメータに従って二次的ｅＮＢへ送信し、次いで、二次的ｅＮＢが、伝送
パワーに従って、データをＵＥへ送出することができ、また、ドナーｅＮＢも、それぞれ
のダウンリンク共用チャネルにおけるそれぞれのリソースブロックの基準信号を包含する
かあるいは排除したＯＦＤＭ記号のエネルギーに関する情報と、基準信号におけるそれぞ
れのリソースブロックへ配分されたエネルギーに関する情報とをＵＥへ送信し、それによ
って、ＵＥが、受信したダウンリンクデータを情報に従って復調することができ、それゆ
え、ダウンリンクパワー配分が完了する。
【００８３】
　当業者は、実施形態の方法における全部または一部の処理を、関連ハードウェアに指示
を行うコンピュータプログラムによって実施することができる、ということを理解するで
あろう。このコンピュータプログラムは、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体の中に記
憶することができ、また、そのコンピュータプログラムが実行されるときに、実施形態の
方法における処理を包含することができる。これらの記憶媒体は、磁気ディスク、コンパ
クトディスク読み取り専用メモリー（ＣＤ－ＲＯＭ）、読み取り専用メモリー（ＲＯＭ）
、およびランダムアクセスメモリー（ＲＡＭ）であってよい。
【００８４】
　上で列挙されたものは、本発明の例示的実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲は、それ
らに限定されることがない。本発明の開示の技術的範囲の内部で当業者によって容易に導
き出された任意の改変あるいは置換は、本発明の保護範囲の内部にわたるであろう。それ
ゆえ、本発明の保護範囲は、添付された特許請求の範囲に従うものである。
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